
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・篠脇山 

・東氏一族の居城「篠脇山城」が 

置かれた 



 

 

 

 

 

 

・竪堀が臼の目状に配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国名勝「東氏館跡庭園」 

・昭和 54 年のほ場整備の最中に

陶磁器片が出土。翌年から 4

年間、緊急発掘調査。 

・池泉部がそのまま出現。 

・昭和 62年に国名勝に指定。 

 

 

 

 

 

 

 

・東氏が下総国から入封した際に、 

最初に拠点を置いた城 

・妙見宮も、当初はこの近くに置か

れた。のちに城の移転とともに、

現在地へ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

・明治初年の神仏分離令により

「明建神社」に。 

以前は「妙見宮」。 

・現在でも妙見大菩薩を安置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・毎年 8月 7日（旧暦 7月 7日）

に執行。 

・宮座制を守る。 

・中世の「田楽」を引き継ぐ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

・毎年 8 月 7 日の夜に奉納上演。 

・東常縁がモデルの能「くるす桜」

を中心に実施。 

・昭和 63 年に地元商工会青年部

が中心となって初演。今年で 30

回目（台風で１回中止） 

 

 

 

 

 

 

 

・掛け踊 

・豊年祭 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔郡上市の観光 PR〕 

・世界農業遺産 

 「清流長良川の鮎」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・光と空間を贅沢に使ってデザイ

ンされた、和歌をテーマとした

野外博物館。 

・古今伝授に関する貴重な史料を

収蔵展示する東氏記念館や和歌

文学館・短歌図書館・フランス

料理レストラン・研修館等があ

る。 

・景観や建築でも評価が高く、建

築業協会賞や公共建築賞等受賞。 



 

 

 

 

 

 

・養老元年（717年）に泰澄大師

が創建したとされる、白山信仰

の拠点の一つ。 

・仏教美術を中心に国重要文化財

が多数。 

・東常縁の息子も、古今和歌集を

奉納した記録がある。 

 

 

 

 

 

 

・城下町郡上八幡のシンボル。 

・近年は「天空の城」として人気。 

・東氏の後に郡上を治めた遠藤氏

が築城。（現在の城は昭和 8 年

の木造再建城） 

・遠藤氏は東氏を顕彰し、東氏関

係の史跡を整備したり、古今伝

授を受けたりした。 

・明治初年に政府に願い出て、遠

藤氏は「東氏」を名乗るように。 

 


